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技術の概要

３．技術の効果

ハンマーでコンクリート表面を打撃するだけで、簡単な計測方法なので、個人の技術力や経験に関係な
く誰でもコンクリートの健全度を計測することができます。また、近年注目されている機械インピーダンス
値を用いた計測手法により従来の反発硬度法では困難であった打撃角度による影響を排除し、コンク
リート表面の劣化状態に左右されない高精度な圧縮強度測定が可能です。
計測結果をCSVファイルとして出力することができるため、計測結果の整理・編集をする時間を短縮する
ことができます。

４．技術の適用範囲

材齢4週間以上のコンクリートで深さ約5cm程度（表面近傍）までを測定範囲としています。
材齢4週間未満のコンクリートについては、正確な強度推定を行うため、計測したい場合はキャリブレー
ション(較正)が必要です。
※推定圧縮強度10N/mm2未満には適用できません。

表面近傍に浮きや空洞がある場合、健全個所と比較し、相対的に低い計測数値が表示されます。
計測データから等高線グラフを作成し、浮きや空洞の疑いがある箇所を可視化することができます。

２．技術の内容

５．活用実績

納入実績
九州エリア:(福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、佐賀）20件
全国:（458件)

その他、鉄道・高速道路・電力会社・研究機関・コンクリート二次製品メーカーなどで納入実績あり

活用事例:下水管点検、新設・既設コンクリート構造物(橋脚、擁壁、床板等)の点検

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

CTS(コンクリートテスター)は、1999年に起きたトンネルのコンクリート塊落下事故を受けて開発されまし
た。一般的に用いられてきたコンクリートの試験方法は、シュミットテストハンマーを活用した反発硬度法
ですが、「測定精度が比較的低く、ばらつきが大きい」、「打撃の角度によってデータの補正が必要」など
の問題を抱えています。
CTSは、加速度センサーによってコンクリートの弾性特性を取得し、「機械インピーダンス値」を算出する
ため、打撃角度による補正が不要で、打音検査と同程度の手軽さで圧縮強度を高精度に推定すること
ができる非破壊計測器です。

加速度センサー付きハンマーでコンクリート表面を打撃することによって、コンクリートの健全度を判定・
診断する計測機器です。CTSは打撃力波形から圧縮強度を推定します。打撃表面近傍(表面から5cm)の
コンクリートの圧縮強度推定(N/mm2)を推定し、、劣化度合い・はく離に関する指標値を算出・表示しま
す。次ページの６.写真・図・表の左中央部に示す通り、縦軸を加速度、横軸を時間で表した打撃力波形
が得られます。前半の波形はハンマーがコンクリート表面を押している時間を表し、コンクリート表面では
塑性変形、弾性変形が進行します。一方で後半の波形は弾性変形したコンクリート表面がハンマーを押
し戻しつつ元の形に戻る時間を表しています。コンクリートの圧縮強度は、弾性特性のみが反映された
後半波形をもとに、「機械インピーダンス値」を算出し、コンクリート表面の劣化に影響されずに圧縮強度
を計測することができます。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表

◆コンクリートテスターの原理◆ ◆コンクリートテスターの活用事例◆

◆コンクリートテスターCTS-02v4◆

◆計測方法◆

◆コンクリートテスターの特徴・機能◆

◆打撃方向による補正不要◆

◆コンクリートテスターの測定対象◆

コンクリートの健全性を非破壊で測定・診断。

加速度センサー付きのハンマーでコンクリート表面

を打撃することによって、コンクリートの健全度を

非破壊で測定・診断することができます。

・圧縮強度推定[N/mm2]、表面近傍(表面から

5cm)の浮き・空洞を検知します。

・測定データはCSVファイルとして出力可能で、

PCでデータの管理が可能です。

・力と速さの関係性から打撃力を自動補正し、

誰が叩いてもほぼ同じような値が出力されます。

◆計測技術について◆

・国土交通省 点検支援技術性能カタログ

(トンネル)に掲載

・(一社)日本非破壊検査協会

NDIS 3434-3:2017にて規格化

CTS-02v4

(専用機タイプ)

CTS-03v4

(汎用機タイプ)

X-Yのメッシュで区切り、

各メッシュをコンクリート

テスターで打撃。

・前半の波形はハンマーがコンクリート表面を

押している時間を表し、コンクリート表面の

塑性化の情報が含まれています。

・後半の波形はコンクリートがハンマーを押し戻

す時間を表し、コンクリートの弾性特性の情

報だけが反映されています。

計測結果をパソコンに転送し、

表計算ソフトで等高線グラフ

作成可能。

材齢28日以上のコンクリートで、深さ約5cm程

(表面近傍)まで計測可能。

計測時間が一瞬で、重力による影響が小さいので、

向きによる補正は不要。

下水管

橋脚 擁壁

床板

◆劣化診断の活用事例◆


